※このページは、1行30字で設定してあります。

発表論文集原稿・発表要旨票
―日本学生相談学会第44回大会準備委員会―
○琉球 花子１） ・ 琉球 太郎２）
（１）△△大学　２）□□大学）



※このページは、以下の作成要領どおりの余白を設定し、本文は24字×44行で作成してあります。




１．書式について
原稿の構成は、原則として、事例研究の場合は「はじめに・事例の概要・面接経過・考察」、調査研究、実践研究の場合は「問題と目的・方法・結果・考察」の各項目に分けて、明確に記載してください。例えば「結果（あるいは考察）の詳細は発表の際に示す」などと書くことのないようにお願いします。文献研究とは学生相談実践を背景とする理論研究や文献展望的な研究が該当します。調査・実践研究のように「問題・目的・方法・結果・考察」といった構成にこだわる必要はありませんが、特定の実践事実がない分、より一層丁寧な論理的考察が求められます。いずれも、学生相談に関する研究であることが必要です。
レイアウトについては、以下の注意事項をよくお読みください。このファイルは下記フォーマットに則っておりますので、これに基づいてご記入ください。
①用紙：A4を使用し、1枚に必ず収める。
②文書作成ソフトを使用し黒色で作成（カラー不可）。
③余白：上22 mm、下27 mm、左右17 mmとする。
④題目：游明朝Regular（MS明朝も可；以下同じ）20ポイント（以下ptと略記）で記入する（ただし、20ptでは2行にわたる場合は、ポイント数を下げて1行に収める）。副題がある場合には、游明朝Regular 10.5 ptで記入し、1行に収める。
⑤氏名：主題・副題の次の行に、游明朝Regular（10.5 pt）で記入する。連名発表の場合は、筆頭発表者の前に○印をつける。所属が異なる場合には、所属に対応した数字を発表者氏名の右肩に記載する。
⑥所属：発表者氏名の下の行に、游明朝Regular（10.5 pt）で、括弧でくくって記入する。筆頭発表者と連名発表者の所属が異なる場合には、それぞれの所属を記入し、所属の左肩に番号を振る。
⑦本文：所属の行から1行空けて書き始め、2段組の形式とする。本文の文字は游明朝Regular（10.5 pt）、見出しは游ゴシックBold（MSPゴシック体も可）（10.5 pt）で1行文字数は24字まで、行数は44行とし、両端揃えで記載する。
⑧図表・写真：画像として原稿に組み込む。図表・写真が余白の範囲にはみ出すことのないように注意する（このファイルでは余白範囲を裁ちトンボで示してあります）。この図表がそのまま白黒で製版されるため、鮮明なものとする。
⑨その他、『「学生相談研究」論文執筆ガイド』第2章「論文執筆にあたっての基本的事項」を参照してください。

２．倫理的配慮について
大会発表論文執筆上の倫理のみならず、実践活動・研究活動においても、その活動が倫理を遵守していることが大切です。所属する組織の承認（所属長の了解など）や、研究倫理に関する委員会の承認を得るようにしてください。不適切あるいは差別的な用語や表現を使用しないよう注意してください。事例研究、実践研究、調査研究、文献研究のいずれも、その公表は社会的責任を伴います。対象者、関係者、組織、機関の人権や尊厳が傷つけられることのないよう留意してください。
以下に領域ごとに基本的なルールを示します。
《事例研究》
・事例は終結（中断を含む）したもので、対象者に発表の了解を得ている。
・地名や大学等の固有名詞は記号化する(固有名詞を伏せて、人名、地名、組織名等は、A氏、B町、C大学などと表記)。
・来談日や面接開始日は、実際の年を記さない。
・プライバシー保護のために事実の記載を省略することは構わないが、研究の中で重要な事実関係を変えてはならない。
・原則的には、学生相談の枠組みにおける事例を研究対象とする。
《実践研究・調査研究・文献研究》
・大学名等は固有名詞を使用せずに記号化する。
・関係者や対象者に対して、研究の意義や目的などの説明を行い、研究成果の公表の仕方について同意を得る。
・質問紙調査票や尺度、分析方法を用いて研究する際には、「出典」を明示する。

３．査読について
提出いただいた原稿は、準備委員会で倫理的配慮と研究発表論文としての形式の観点から査読を行います。場合によっては加筆修正や発表の取り消しをお願いすることがありますので、ご承知おきください。

文献
日本学生相談学会学会誌編集委員会　2022　「学生相談研究」論文執筆ガイド　2022年冬改訂版．日本学生相談学会
【発表の要旨】（120字以内厳守）（30字×4行）




【キーワード】（3つ記載）
※下記の例のように、一行でご記入ください。
《例》キーワード1、キーワード2、キーワード3
